
LiveCampus就職システムについて

学務部就職支援課　木下勝浩

１　はじめに

　平成２２年３月１日より、情報基盤システ

ム（以下「新システム」）により、教育・研究

用基盤システム、事務・教務・奨学金・授

業料免除・就職支援・図書館などのサブ

システムの一つとしてリプレースを行いま

した。

２　導入目的及びシステムの概要

　学生に対する就職支援の一つとして、

求人情報や企業情報、OB 情報などを管

理し、学生の就職活動のトータル的にサ

ポートをすることを目的として導入に至り

ました。

　就職システムは、企業検索、求人検索

セミナー検索、公務員・教員・法人職員

情報検索、インターンシップ検索、就職

試験報告、志望調査報告、各種資料

WEB サイトの報告、お知らせ、スケジュ

ールの確認などがトータル的にできるシ

ステムとなっています。

　他システムとの連携では、ポータルシス

テムにより教務システムと同様、シングル

サインオン（再度の認証無しのログイン）

でアクセスできる仕様になっています。

３　前システムからの機能の追加

　今まで学内からしかアクセス出来なか

ったシステムを、学生への利便性向上を

目的に、セキュリティにも考慮したワンタ

イムパスワードにより学外からもアクセス

できるように追加を行いました。

【説明文Ａ】

また、日々蓄積される必要なデータを

「自由に」「素早く」「簡単に」「柔軟に」集

計し、事務処理を軽減することを目標に、

Dr.Sum(ドクター・サム)というエクセルの

アドインを利用した、「Dr.Sum EA Excel

のインターフェイスを導入しました。【図

１】

【説明文Ａ】　【学外から接続制御】

1 　学外から、学生がポータルの機
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能連携で就職システムを利用しよう

とした場合、就職システムのアイコ

ンをクリック後、認証画面を表示す

る。

②　就職システムのアイコンクリックの

タイミングで、ワンタイムパスワードを

発行し、学生の携帯メールアドレス

へメールを送付する。

③　この発行されたワンタイムパスワー

ドを利用して、認証画面でログインを行う。

④　発行されたワンタイムパスワードは、

システムで一意に指定された時間内

のみ有効とし、何度も発行した際に

は、最終的に発行されたものを有効

とする。

３　ハードウェアの構成

◆ 教務･就職情報用データベース・管理

サーバ（KY－COM1）２台

◆ 教務事務･就職情報用 Web,アプリケ

ーションサーバ（KY－COM ２）５台
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４　おわりに

　２００８年９月に米国の名門投資銀行で

あるリーマン・ブラザーズが破綻したこと

を契機に、不況の深刻化や業績悪化で

企業の新卒採用意欲が急速に冷え込み、

就職戦線が厳しさを増しました。このタイ

ミングで学生への就職の強化を目指し、

学外からアクセスすることが出来るように

なったことは、学生にとり就職活動を行う

上で重要な意味を持ったと考えます。
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